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■ 会 長 報 告        大塚 博巳君 

先週は、5月 24

日～25 日で移動

例会と会員旅行

がございました。  

当日はご婦人含

め計２５名（バス

１９名、マイカー

等 6 名）が参加していただきありがとうござい

ました。 

米山梅吉記念館での例会では、積パストガバナ

ー（2011～2012 年度ガバナー）が卓話を担当し

て頂き、「米山梅吉という人は俳句・短歌がお好

きで多くの作品がある。それを記念館の敷地に

“句碑”として建立してある。」とのお話があり

ました。その後、会館敷地内の“句碑の説明、そ

して会館の近くにある米山家の墓地に行き、お

墓参りをしました。 

会館に戻り、女性学芸員より２階の展示ホール

にて“生誕から生涯の偉業”について詳しく説明

していただきました。 

ロータリーにかける「熱い思い」さらには、「人

の生き方（ある年齢になったら“社会奉仕”の大

切さ）」について説明を頂き感銘を受けました。 

例会終了後は、御殿場にあります「キリンディス

トラリー㈱富士御殿場蒸留所」を見学し、おいしい

琥珀色のウィスキーを試飲させていただきました。 

そのあとは、お待ちかねの「伊豆長岡温泉 三

養荘」へ向かいました。 

着いてからは皆さん“大変リッチな気分“に浸り

ました。 

総面積 42,000 坪の敷地に 3,000 坪の日本庭園、

建物は本館・新館・離れで 34部屋、いずれも純

日本風の数寄屋造りで、一部屋は２間～３間（8

畳間以上）と化粧部屋、源泉掛け流しの広い風呂

場、坪庭・・・「夢のよう」でした！ 

夕食後は２次会どころか、お部屋巡りが始まり

ました。（こんな旅行は初めて・・・！） 

森下幹事は部屋のランキングチェックをしてい

ました。なかでも部屋から広大な庭園が一望で

きる部屋に泊まった仲田直前会長（たぶんラン

キング一位）、帰りのバスの中で「余は満足じ

ゃ！」との“殿様風”の感想でした。 

尚、三養荘は、三菱財閥の創始者「岩崎弥太郎氏」

の長男久彌氏の別邸として建築され、名前は岩

崎家の家訓「三養訓」に由来するそうです。 

その夜は皆さん“いい夢”を見たのではないでし

ょうか？ 

 ２日目はゴルフ組と観光組にわかれました。 

・ゴルフ組は 8：15 に伊豆大仁カントリークラ

ブへと出発していきました。 

結果、優勝は栗原 毅会員とのことです。おめで

とうございます。尚、新会員の山田賀昭が初参加

でしたこれからも頑張ってください。 

・一方、観光組は、河津バガテル公園「フランス

庭園式ローズガーデン」へと向かい、1,100 品種

6,000 株のバラ園を散策しレストランにて昼食

をとりました。 

その後は、伊豆高原ステンドグラス美術館（伊東

市川奈）にて教会内でのミニコンサート、ガラス

工芸品を見学しました。 

楽しいときの時間の経つのは速いもので 15：30

になり、慌ててゴルフの皆さんを迎えに行き帰

路につきました。 

感動の写真は、会報に掲載してありますので、ご

覧ください。 

天候も最高！ 楽しい二日間を過ごすことがで

きました。 

今回の会員旅行の企画をして頂きました、親睦

担当の江﨑晴城君には御礼と感謝を申し上げます。    

以上、会長報告といたします。 
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■ 幹 事 報 告          森下 敏顯君 

・６月のロータリーレートのお知らせが届い

ております。    １＄=１０２円です。 

・榛南ロータリークラブより 

 ３５周年記念式典のお例文が届いております。 

・榛南ロータリークラブより 

 インターシティーミーティングの報告書が

届いております。  

■ 出 席 報 告           大塚 高弘君 

本日のホームクラブ 

出席者 
前回の補正出席者 

34／41 82.93％ 21／40 52.50％ 

(１)欠席者（事前連絡とメークアップをどうぞ） 

○久島君 ○竹田君 河井君 玉木君 大杉君 

落合君 仲田晃君 

(２)メークアップ者  

松葉 隆夫君（藤枝南） 

■ スマイル B O X          河井 宏文君 

 ６１回目の誕生日を無事に迎えることができ

ました。感謝、感謝です。   土屋 富士子君 

 昨日、娘が出産しました。無事男の子が生ま

れました。                   村松 英昭君 

 ５月２４日２５日、妻がいろいろおせわにな

りました。楽しく旅行が出来て非常によろこ

んで帰宅しました。おせわになりました。 

松葉 隆夫君 

スマイル累計額  １５３，０００円 

■ 会 員 卓 話                   

テーブルメイトＧ 担当卓話 

「ロータリーの友紹介 1年間を振り返って」 

   

 

小西 啓一君 

 

 

 

 

一年間の記事紹介について、どの様に臨むか考

え、次のような段取りで毎回進める事に決めま

した。 

1. 毎回記事全部を洩らすことなく目を通す。 

2. 理解できない記事については３回読んで

みる。 

3. 分からない単語（漢字・英語）・記事につ

いては辞書・インターネット等で調べる。 

4. 各記事紹介については要約して紹介、重要 

な部分は原文のまま紹介。 

5. 友の内容から関連した新聞記事・雑誌記事 

等の紹介ができないか。 

6. 記事内容と会員の職業と関連して会員か

らコメントをもらえないか。 

また記事紹介の目的はロータリーの歴史・活動・

本質を理解することに如何に役立てる事ができ

るか、クラブの方針、会員の今後の活動にヒント

を提供できるか、入会間もない会員のロータリ

ーの理解の手助けにならないか、等々を考えな

がら１年が経過いたしました。 

１年間に様々な驚き、感動、発見が有りました。 

1. 各クラブが様々な奉仕に取り組み、長く継 

続している事 

2. 後進国への奉仕活動が多い事 

3. ロータリーの多様性 様々な職業の会員

がいるから 

4. ロータリーの変質 現状の理解  

5. ロータリーについて意外と知らない事の

発見 

記憶に残る記事 

８月号    日本・トルコの礎 

１０月号   職業奉仕について 

１１月号   ＧＳＥ（研究グループ交換） 

→ＶＴＴ（職業研修チーム） 

１月号    新企画 わがまち 

そしてロータリー 甲府市 

３月号    講演 はやぶさ 

複数号で   ポリオ撲滅の現状 

宗教記事   １月号 ４月号 

聞きなれないロータリー用語 ※ 

未来の夢 ＳＡＫＵＪＩ大作戦 ロータリー希

望の風奨学金 Ｅクラブ グローバル補助金 

ＶＴＴ バギオ基金 ファンドレイジング ロ

ータリー衛星クラブ ポリオプラス 

最後に 

大変勉強になりました 

記事紹介はメンバーの中堅クラスの人に 
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※聞きなれないロータリー用語  

・未来の夢 

７月号  横組み５頁 

１１月号 縦組み１３頁 

・ＳＡＫＵＪＩ大作戦 

８月号  横組み６頁 

・希望の風奨学金 

８月号  横組み２６頁 

・Ｅクラブ 

８月号  縦組み２４頁 

・グローバル補助金 

１１月号 横組み８－１７頁 

・デジタルＶＴＴ 

横組み３５－４２頁 

・バギオ基金 

１２月号 横組み２６－２７頁 

５月号  横組み２８－２９頁 

・ファンドレイジング 

１月号  横組み１４－１６頁 

・ロータリー衛星クラブ 

５月号  横組み３０頁 

５月号  横組み３６－４２頁 

・ポリオプラス 

６月号  横組み２２頁 

 

 
お誕生日 

おめでとうございます！ 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★ 冠 講 座                     

＜開講日＞ 

     平成 26年 5月 27 日㈫ 

＜講義内容＞ 

    「社会に貢献するマーケティング」 

＜担当者＞ 

㈲藤枝江﨑新聞店 

     代表取締役 江﨑 晴城君 

 

 

 

 

 

＜開講日＞ 

     平成 26年 6月 3 日㈫ 

＜講義内容＞ 

    「古くて新しいお茶の楽しみ方『闘茶』」 

＜担当者＞ 

㈱松田商店 

     代表取締役 松田 真彦君 
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★ 送 別 会                   

小林 弘君送別会 

５月２３日（金） 

藤枝駅南 さかなや道場藤枝 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（担当／池谷君） 


